
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 48

15

Abstract
The reef lobster Enoplometopus voigtmanni Türkay, 

1989 (Crustacea: Decapoda: Enoplometopidae) is re-
corded based on the discarded exoskeleton (exuvia) of 
a male specimen collected in rocky shore at a depth of 
14 m, off the northern coast of Yokoate Island, the To-
kara Islands, southern Japan. The discovery of E. 
voigtmanni in this study represents that the revealed 
distribution range is slightly updated northward.

はじめに
ショウグンエビ科 Enoplometopidae de Saint 

Laurent, 1988ショウグンエビ属 Enoplometopus A. 

Milne-Edwards, 1862は，世界中の温暖な海域から

12種が知られる（Chan, 2010）．わが国では，琉

球列島や南紀周辺海域からショウグンエビ E. 

occidentalis (Randall, 1840)，クミショウグンエビ E. 

chacei Kensley and Child, 1986，サザナミショウグ

ンエビ E. voigtmanni Türkay, 1989，ヒノマルショ

ウ グ ン エ ビ E. crosnieri T.-Y. Chan and H.-P. Yu, 

1998の報告がある（例えば野村，2003; Poupin, 

2003; Chan and Fujita, 2012）．この他，E. debelius 

Holthuis, 1983 や E. gracilipes (de Saint Laurent, 

1988)が分布する可能性も指摘されているが，不

確定である（Poupin, 2003; Chan and Fujita, 2012参

照）．本研究では，横当島沿岸から採集されたサ

ザナミショウグンエビの脱皮殻に基づいて，本種

の分布を記録する．

材料と方法
サザナミショウグンエビの脱皮殻は，スクー

バ潜水によって採集された．デジタルカメラに

よって体色を記録し，80%エタノールで固定お

よび保存した．頭胸甲長の計測はデジタルノギス

を用いて行い，clと表記した．本報告に用いた標

本は，琉球大学風樹館（RUMF-ZC）に登録およ

び保管されている．

Enoplometopus voigtmanni Türkay, 1989

サザナミショウグンエビ　（図 1, 2）

観察標本　1雄の脱皮殻（RUMF-ZC-5986）（cl 

29.0 mm），鹿児島県鹿児島郡十島村横当島北岸沖

（28°48′N, 128°59′E），水深 14 m，2021 年 5 月 10

日採集．

所見　サザナミショウグンエビはもともと，モ
ルディブ共和国のアリ環礁で採集された 2雌に基

づき記載された（Türkay, 1989）．現在は，日本，

台湾，パプアニューギニア，フランス領ポリネシ

ア，オーストラリア領クリスマス島，スリランカ

など，インド -西太平洋の熱帯海域を中心に広く
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分布するとされている（例えば Debelius, 1999; 

Chan, 2010; Chan and Fujita, 2012; Ng and Naruse, 

2014; Tan et al., 2014; 上野ほか，2020）．本研究で，

横当島沿岸から採集された雄個体の脱皮殻は，複

眼および眼柄周辺が失われている他には大きな欠

損は見られず（図 1A, B），数日以内に脱皮が行わ

れた比較的新鮮な状態であると考えられた．本種

は，E. holthuisi Gordon, 1968に似るが，以下の特

徴で区別される：第 5腹節側甲の下側縁の棘は後

方へ鋭く突出するが同腹節の後縁に達しない；第

1触角の鞭状部は帯状の斑紋を欠く；鉗脚掌節に

赤色の縞模様がある；頭胸甲側面の白色斑は網状

の縞模様を呈す（Chan and Ng, 2008）．また，E. 

holthuisiは頭胸甲側面に白色の眼状斑を有する．

サザナミショウグンエビの白色斑も，しばしばこ

れに近い形状になるが完全な円形ではない（Chan 

and Fujita, 2012）．本研究で採集された標本はこれ

らの特徴を有し（図 1A, B），Türkay (1989) による

原記載と，雌雄共通する特徴においてよく一致す

る．雄個体とは，Chan and Fujita (2012) による沖

縄県久米島沖で採集された 2個体，および上野ほ

か（2020）による鹿児島県沖永良部島産の 1個体と，

形態と色彩共によく一致し，第 1腹肢の内肢と外

肢は癒合し癒合部先端が深く陥入する（図 1C）．

サザナミショウグンエビは，わが国では久米島

と沖永良部島沿岸から標本に基づいて報告された

他（Chan and Fujita, 2012; 藤田，2019; 上野ほか，

2020），久米島，宮古島，西表島沿岸からの写真

記録がある（峯水ほか，2000; 川本・奥野，2003; 

峯水，2013; 上野ほか，2020）．また，沖縄島沿岸

においても水中観察されており（上野ほか，2020

参照），琉球列島中南部の沿岸に広く分布すると

考えられる．本種は，海底洞窟や岩の亀裂内など

の暗所で生活する（例えば峯水ほか，2000; 川本・

奥野，2003; 峯水，2013; Tan et al., 2014; 上野ほか，

2020）．本研究では，イシサンゴ類の群体が多数

発達し多くの暗所に囲まれた岩盤上から雄個体の

脱皮殻が採集されたが（図 2），生きた個体は発見

されなかった．これまで，沖永良部島沿岸がサザ

図 1．横当島沿岸から採集されたサザナミショウグンエビの雄個体の脱皮殻（RUMF-ZC-5986）鮮時の体色．A，全体左側面；B，
頭胸甲背面；C，右第 1腹肢．スケールバー：A，10 mm；B，5 mm；C，1 mm．

Fig. 1. Fresh coloration of Enoplometopus voigtmanni Türkay, 1989 collected off Yokoate Island, Kagoshima Prefecture, exuvia of single 
male, RUMF-ZC-5986. A, habitus left side; B, carapace, dorsal; C, right pleopod I. Scale bar: A, 10 mm; B, 5 mm; C, 1 mm.

図 2．サザナミショウグンエビの雄個体の脱皮殻（RUMF-
ZC-5986），横当島沿岸海域での発見時の状況および周辺
の環境，水深 14 m．

Fig. 2. The exuvia of Enoplometopus voigtmanni Türkay, 1989, 
RUMF-ZC-5986, photographed in situ off Yokoate Island, at a 
depth of 14 m.
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ナミショウグンエビの北限とされてきた（上野ほ

か，2020）．本研究による横当島沿岸からの新鮮

な雄成体の脱皮殻の発見は，同海域における本種

の分布を示し新たな北限の分布記録となる．
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